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講演会記録
*
東 京 女 子 大 学 　 学 会 経 済 学 部 会 　
キ ャ リ ア ・ イ ン グ リ ッ シ ュ ・ ア イ ラ ン ド 共 催 　 講 演 会
“United Nations Staff as International Civil Servants”
国際公務員としての国連職員
佐藤　純子
（元 国 連 職 員）
日 時 ：2015 年 4 月 8 日 ( 水）9：00 － 10：30
場 所 ： 東 京 女 子 大 学 23 号 館 　 　23201 教 室
　 国 連 の ダ グ ・ ハ マ ー シ ョ ル ド 図 書 館 に 28 年 間 勤 め た 佐 藤 純 子 さ ん に、 国 際 公
務 員 と し て 国 連 で 働 く こ と に つ い て、 女 性 の 働 き や す さ と い う 視 点 を 加 え な が ら
お 話 し て い た だ い た。 佐 藤 さ ん は 東 京 女 子 大 学 卒 業 後、 米 国 大 学 院 で 図 書 館 学 修
士 号 を 取 得 し、1980 年 か ら 司 書 と し て 働 き 始 め、 収 集 ・ 情 報 処 理 課 な ど の 課 長
を 務 め ら れ て い る。
　 佐 藤 さ ん が 勤 務 し て い た ニ ュ ー ヨ ー ク の 国 連 本 部 の ダ グ ・ ハ マ ー シ ョ ル ド 図 書
館 は、 二 代 目 国 連 事 務 総 長 の ダ グ ・ ハ マ ー シ ョ ル ド が 飛 行 機 事 故 で 死 亡 し た 後、
国 連 の 図 書 館 建 設 に 奔 走 し て い た 彼 の 業 績 を 偲 び 1961 年 11 月 16 日 に 献 堂 さ れ
た。 国 連 で 出 版 す る 文 書 を 永 久 に 保 存 す る 図 書 館 で あ り、 国 連 文 書 の 書 誌 デ ー タ
ベ ー ス 管 理 や、 専 門 的 文 書 の 提 供 な ど を 行 う。 主 に 国 連 職 員 や 関 連 ス タ ッ フ が 利
用 で き る が、 現 在 は オ ン ラ イ ン を 使 っ て 世 界 中 の ど こ か ら で も レ フ ァ レ ン ス サ ー
ビ ス を 利 用 す る こ と が で き る。
　 国 連 は、1945 年 10 月 24 日 発 足 当 時 は 51 か 国、現 在 は 193 か 国 が 加 盟 し て お り、
ア ラ ビ ア 語・中 国 語・英 語・フ ラ ン ス 語 ・ ロ シ ア 語 ・ ス ペ イ ン 語 の 6 か 国 語 が 公
用 語 で あ る。 国 連 本 部 の ニ ュ ー ヨ ー ク、 ジ ュ ネ ー ブ、 ウ ィ ー ン、 ナ イ ロ ビ の 他、
地 域 委 員 会 の 所 在 地 の ア ジ ス ア ベ バ、バ ン コ ク な ど 世 界 各 地 に 8 つ の 主 要 勤 務 地
が 所 在 し、 日 本 で も 国 連 職 員 と し て、 国 連 大 学 や 国 連 広 報 セ ン タ ー で 働 く こ と が
で き る。
　 佐 藤 さ ん は、国 際 公 務 員 と し て 国 連 で 働 く と い う こ と は、専 門 分 野 を も ち、様 々
な 国 籍 を 持 つ 人 々 と 働 く こ と だ と 語 っ た。 ま た、 国 連 職 員 に 求 め ら れ る 基 本 価 値
と し て、 高 潔 ・ 誠 実 さ、 プ ロ 精 神、 多 様 性 の 尊 重 の 3 つ を 挙 げ、 コ ミ ュ ニ ケ ー
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シ ョ ン、 協 調 性、 計 画 性 ・ 目 標 設 定 な ど が 国 連 職 員 に 求 め ら れ る 資 質 ・ 能 力 の 中
で も 必 須 だ と い う。 日 本 人 に と っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と は 容 易 で は な
い が、「黙 っ て い て は 相 手 に 何 も 伝 わ ら な い」 と 強 調 し た。 さ ら に、 継 続 的 に 学
び 続 け る 姿 勢、 新 し い 技 術 習 得 へ の 意 欲 な ど、 国 連 職 員 で あ り が な が ら も 様 々 な
こ と に ア ン テ ナ を 張 り、向 上 心 を 持 つ こ と が 重 要 だ と 語 る。 国 連 で 働 く た め に は、
英 語 ま た は フ ラ ン ス 語 の 堪 能 さ と 専 門 性 に 加 え、 様 々 な 文 化 を 持 つ 職 員 一 人 ひ と
り を 理 解 し 尊 重 す る 姿 勢 が 必 要 で あ り、 言 葉 を 尽 く し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図
る こ と で 互 い の 考 え を 伝 え 合 う こ と が 大 切 で あ る、 と 熱 く 語 っ た。
　 さ ら に 佐 藤 さ ん は、 国 連 は 女 性 に と っ て 働 き や す い 職 場 で あ る、 と 学 生 に 魅 力
を 伝 え た。 採 用 や 昇 進 時、 男 女 同 等 の 能 力 が あ る 場 合 は 女 性 を 優 先 さ せ る 決 ま り
が あ る こ と、 育 児 休 暇 ( 出 産 前 後 合 わ せ て 16 週 間 ) や そ の 後 の 職 場 復 帰 が 保 障
さ れ て い る た め 出 産 が 仕 事 の 弊 害 に な ら な い こ と、子 ど も 一 人 に つ き ( 養 子 で も )、
児 童 手 当 や 教 育 手 当 が も ら え る こ と な ど、 家 族 を 築 き な が ら 国 連 で 働 く こ と が で
き る 環 境 を、 国 連 で 働 く 日 本 人 女 性 を モ デ ル に 挙 げ な が ら 語 っ た。
　 国 連 職 員 に な る た め の YPP や JPO の 試 験 制 度 に つ い て も 説 明 さ れ、 是 非 東 京
女 子 大 の 学 生 に も 挑 戦 し て ほ し い と 伝 え た。
　 最 後 に、 佐 藤 さ ん の 人 生 に お け る モ ッ ト ー は 何 で す か ？ と 学 生 か ら 質 問 を 受 け
る と、「諦 め な い こ と、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 努 力、人 に 伝 え よ う と す る こ と」
と 語 っ た。 国 連 で 働 く こ と に よ っ て、 粘 り 強 く 自 分 の 意 志 を 人 に 伝 え よ う と 努 力
す る こ と が 目 標 達 成 に つ な が る 経 験 を 重 ね、 諦 め な い 心 を 持 つ こ と が で き る よ う
に な っ た そ う で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　( 文 責 　 松 浦 梨 菜 )
出 席 人 数 　 約 100 人
＜ プ ロ フ ィ ー ル ＞
佐 藤 　 純 子 　（さ と う 　 じ ゅ ん こ）
　1971 年 東 京 女 子 大 学 文 理 学 部 史 学 科 卒 業
　1979 年 ロ ン グ ア イ ラ ン ド 大 学 パ ー マ ー 図 書 館 大 学 院 修 士 課 程 修 了
　1980 年 ～ 2008 年 国 際 連 合 ダ グ ・ ハ マ ー シ ョ ル ド 図 書 館 勤 務
　2007 年 ～ 現 在 早 稲 田 大 学 大 学 院 ア ジ ア 太 平 洋 研 修 科 に 非 常 勤 講 師 と し て 勤 務
